
開催月日 令和７年１月２０日（金） 

開催場所 教育会館２０１，２０２会議室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度 

第４回  

調布市立染地小学校施設整備検討委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 



【事務局】 

 定刻となりましたので始めさせていただきたいと思います。本日はお忙しい

中，御出席いただきましてありがとうございます。 

 早速ですが，検討委員会の方を進めさせていただきたいと思います。 

 始めに，本日，机上配布させていただきました資料の確認をさせていただき

ます。 

まず始めに，資料番号の付番がありませんが， 

「第４回 調布市立染地小学校施設整備検討委員会 次第」です。 

本日の次第の下段を御覧いただきまして，【配布資料】の一覧を基に確認を

お願いします。 

資料１ 第３回調布市立染地小学校施設整備検討委員会 概要 

資料２が４点，アンケート調査の集計結果となります。 

資料２－１ 児童 

資料２－２ 教職員 

資料２－３ 保護者 

資料２－４ 市民 

以上が資料２となります。 

続いて， 

資料３調布市立染地小学校施設整備の基本構想 施設整備方針（案） 

続いて，資料４が２点 

資料４－１ 校舎配置計画比較検討（案） 

資料４－２ 校舎内部ゾーニング（案） 

最後に， 

資料５ 調布市立染地小学校施設整備基本構想（素案） 

参考資料  

以上が，本日配布させていただきました資料となります。ここまでの資料に

不足がある方はいらっしゃいますでしょうか。資料の過不足がございましたら，

事務局にお申し付けください。よろしいでしょうか。 

それでは，これからの進行は阿部委員長にお願いしたいと思います。阿部委

員長よろしくお願いいたします。  

 

【阿部委員長】 

 改めまして皆さんこんにちは。本年１回目ということになりますけれども，

皆さんよろしくお願いいたします。 

既に３回の会議が終了し，今回が４回目と言うことで，事務局の当初の説明

では５回でしたので，もう一通り結論を出すというような，そういった流れに



なっているというふうに聞いております。今回と次回でということでよろしく

お願いしたいなと言うふうに思っているところであります。  

今日は委員さんも少し顔ぶれが変わっている部分もあります。また，学校の

先生方もはまだ授業中ということもありまして，まだいらしていないと聞いて

おります。  

 それでは，前回の会議でございますけれども，基本構想の具体的な内容につ

いて議論を進めさせていただきました。様々な御意見を頂きまして，本日はそ

の事を踏まえたうえで，最終的な取りまとめの作業に向けて，引続き議論を進

めていただきたいと思っておりますのでよろしくお願いいたします。 

今日の次第を，皆さん見ていただきますと，議題が（１）から（４）までと

なっています。メインとなるのが（３）。本日の会議のメインの議題というこ

とになろうかと思いますので，また，後ほど事務局からも説明があると思いま

すがよろしくお願いしたいと思っています。 

それでは，４つの議題を限られた時間の中で，なるべく進行をスムーズに進

めてまいりたいというふうに思いますので，御協力のほどよろしくお願いいた

します。 

それでは最初に出席委員数について事務局から報告をお願いいたします。 

 

【事務局】 

 本日，佐藤委員から欠席の御連絡いただきましたが，代理出席で岡本委員と

なります。それから米山委員，星委員の２名が少し遅れると連絡を頂いており

ます。 

本日の検討委員会については現在１３名の委員が出席されておりますので，

調布市立染地小学校施設整備検討委員会設置要綱の第６，第２項の規定されて

いる定足数に達しております。 

 

【阿部委員長】  

 ありがとうございます。定足数に達しているとのことですので，引続き委員

会を進めてまいりたいと思います。 

それでは，次に，本日の傍聴希望者についてはどのような状況でしょうか。 

 

【事務局】 

 本日の第４回検討委員会の開催について，市ホームページでの告知に際して，

傍聴の件を周知させていただき，１名の方から傍聴を希望する旨の連絡がござ

いました。このため，本日の傍聴者は１名です。以上です。 

 



【阿部委員長】 

 ありがとうございます。それでは，傍聴者の方の入室をお願いいたします。 

 

（傍聴者入室） 

 

 それでは，次に移らせていただきます。 

始めに，次第の１，第３回検討委員会の振返りについて，事務局から説明を

お願いします。 

 

【事務局】 

 それでは，第３回検討委員会の振返りについて報告します。 

資料１，第３回調布市染地小学校施設整備検討委員会概要を御覧いただきま

して，令和６年１２月１３日に開催しました第３回検討委員会での会議の概要，

議事の要旨を記載していますので，後ほど確認をいただきたいと思います。 

 ５に記載の質疑応答についてですが，当日の議題としては３件で，特に，議

題２，議題３の内容に関しての質問について，そのやり取りを中心に記載して

おります。 

また，２ページを御覧いただき，６，その他要望等ということで，各議題の

中で頂きました要望事項を記載しました。 

当日頂きました御意見や御要望については，この後の議題の中でも触れさせ

ていただきますのでよろしくお願いいたします。 

資料１についての説明は以上となります。 

 

【阿部委員長】 

 ありがとうございました。資料１ですが，ざっと見ていただいて，何か御不

明な点や確認事項等があればお願いしたいと思いますが皆さんよろしいでしょ

うか。 

 

（特になし） 

 

 また何かあれば，後ほどでも結構ですのでお知らせいただければというふう

に思います。よろしくお願いいたします。 

それでは次の議題に移らせていただきます。 

始めに議題の１，アンケート調査結果について事務局から説明をお願いいた

します。  

 



【事務局】 

それでは，議題１，アンケート調査結果について説明をさせていただきます。 

前回の検討委員会では，定量的に集計できたところまでを速報値として報告

をさせていただきましたが，本日，用意しました資料はアンケート実施対象者

別に自由記述について整理してまとめたものを追記した資料となります。 

なお，事前にお送りさせていただきましたアンケート調査結果資料と一部対

象者別の並びは前後していますが同様の内容となります。 

 回答結果としまして，資料２－１は下学年・上学年。資料２－２は教職員。

資料２－３は保護者。資料２－４が市民の回答結果となります。回答結果のま

とめ方について，資料２－４市民の回答結果資料を使いまして少し説明をいた

します。 

それでは，資料２－４を御覧ください。右上に資料２－４と記載された資料

です。よろしいでしょうか。 

資料の上段は，質問１「染地小学校をイメージするキーワードを選択してく

ださい。」の設問に対して選択した回答の総計をグラフ化したものです。資料

の下段につきましては，非常に多くの回答を頂きました自由記述について，前

回の検討委員会の際に自由記述の回答者の全員の意見を伺いたいとのことでし

たので，上段の棒グラフの集約した内容の回答数が多い順に下段に，自由記述

を御記入いただいた全員の記述を記載しています。 

続いて，左側の項目のハチの巣，六角形教室のあとにある（６７）は，イメ

ージするキーワードでハチの巣，六角形教室と回答していただいた内，６７人

から自由記述の任意回答を頂いており，そちらの人数を示しております。３ペ

ージまでハチの巣校舎の自由記述を記載しております。質問１については，４

ページまで同様の内容で集計した結果を記載しております。 

 続いて，５ページを御覧いただき，質問２以降の質問に対する集計結果が，

今説明しました同様の内容で集計した結果を記載しています。 

以上が，回答結果のまとめ方の説明となります。集計しました結果の活用に

ついてですが，この後の議題の２の基本構想（（素案））に関わる内容としては，

大枠での意見としては，概ね反映できているのではないかと考えています。 

今後は，より具体的な検討へと段階的に進んでいきますので，このアンケー

ト調査結果については，今後の検討段階におけるそれぞれの場面において，活

用していきたいと考えています。 

議題１についての説明は以上となります。 

 

【阿部委員長】 

 はい，ありがとうございました。議題１，アンケート調査結果について，事



務局から説明が終わりました。前回の検討委員会では，定量的に集計したもの

を速報として報告をさせていただいたところですが，今回は特に自由記述の部

分を整理して一覧にまとめたものとなっておりま。 

これを見ますとハチの巣に対する思い入れというか，これだけ小学校に対し

て思い入れがある学校というのが，なかなか，ほかではないのかな，なんて感

じたところであります。本当に沢山の様々な意見を頂きましたので，まずは調

査に御協力いただきました市民の皆様には感謝の意を表したいというふうに思

っております。 

また，各委員の皆様におかれましては，これに目を通すだけでも大変だった

というふうに思いますけど，改めて感想でもかまいませんので何かお気付きの

点等がございましたら御意見を頂ければと思います。この件について何かござ

いますか。 

 

【山澤委員】 

 すごいアンケート結果を読んでいて，もうお腹いっぱいになっちゃったかな。

両方とも意見があって，ハチの巣校舎が良いっていうのとそうでないという意

見と。なおかつ建替えをしたくないって言う意見もあって，これを読みながら

建替えないで，でも今まで私の世代は千人位があの校舎の中に収まっていたわ

けだし，あれをリフォームして隣に増設とかもありなのかなとか，なんか変な

ことを考えちゃったりとかしたので，改めて建替えの必要性，本当に必要なん

だっていうところは明確にしないと，この建替えないで欲しいって言う言葉に

対するちゃんとした答えが私の中にまだなくて，もしかしたら今の校舎リフォ

ームでもやっていけるんじゃないか。ただプールのところに必要な物があれば，

みたいな考えも，なんかこのアンケート読んでいたら出てきちゃってどうしよ

うっていう感じです。すみません。はい。 

 

【阿部委員長】 

はい，ありがとうございます。その辺何か事務局からありますか？ 

 

【事務局】 

実はこのアンケート調査のほかにも，直接お問い合わせがありまして，要は

既存の建物をリノベーションして使うことも考えたらいいのではないかという

御指摘も実際にあったところです。最終的な話になると基本構想ということで，

最後の議題にもあるのですが，建替えに向けた背景というところにその辺の記

述が抜けておりますので，盛込むような形を考えていきます。 

前回の学校からの意見もあって，やっぱり今の教室が使いづらいっていう状



況もあるので，なかなか今のリノベーションするという話も難しいかなと思っ

ていますので，そういったところを背景に入れながら，建替えをやる目的って

いうのですね。もう少し明確にしようかなというふうに思っています。以上で

す。 

 

【山澤委員】 

ありがとうございます。 

 

【阿部委員長】 

 そのほか何か御意見等ございますか。 

 

（特になし） 

 

よろしいですか。この後次から次へと議題がありますので，その中でまた振

り返っていただいて結構ですので，よろしくお願いいたします。 

それでは次に移らせていただきます。続きまして議題の２，調布市立染地小

学校施設整備基本構想施設整備方針策について事務局から説明をお願いいたし

ます。 

 

【事務局】 

それでは，議題の２，調布市立染地小学校施設整備の基本構想施設整備方針

（案）について説明します。 

資料３お願いします。資料は，前回の第３回検討委員会においての議論を踏

まえ，ブラッシュ・アップしたものとなります。 

事務局案として提示させていただいた各基本方針において，大きな修正を伴

う御意見はなかったものと事務局としては受止めさせていただきました。 

頂きました御意見を踏まえ，基本方針において，２点追記をさせていただい

ております。 

また，検討における視点・関連するキーワードには，御意見の中でポイント

となりそうな点について追記させていただきました。なお，前回の資料から加

筆した箇所は赤字で表記した箇所となります。 

それでは，前回の振返りも含めまして，順番に説明させていただきます。 

始めに，基本方針の１「高機能かつ多機能で変化に対応し得る弾力的な教育

環境の整備」についてです。 

１項目目「新しい施設，地域の特色を生かした学校づくり」では，染地小学

校の校舎の特徴でもある，ハチの巣校舎について，様々な御意見を頂き，その



中に「ハチの子」・「ハチの子タイム」といったワードが出てきました。 

また，校庭の遊具について話題があり，学校としては珍しく校庭内にブラン

コが設置されていて，特に特別支援教室に在籍する児童にはとても必要なもの

となっているとのことでした。さらに，少し老朽化が進んでしまっているけれ

ども，アスレチックもあり，これも児童にとってはとても大切なものとなって

いるとの説明がありました。 

これを踏まえまして，これまでの染地小学校のイメージというものは，これ

からも大切にする必要があるという点を強調するため，丸の４に「これまでの

学校のイメージ・印象を大切にした学校施設を整備します」という文言を追記

させていただきました。 

次に，既存の校舎の３階にあります多目的ホール，面積が約３００㎡程度で，

通常の四角い教室の４倍よりも少し広い空間，スペースが，とても使い勝手の

よい場所となっているので，新しい校舎にも同じようなスペースがあったほう

がいいよねという御要望がありました。 

内容としては，基本方針１の３項目目「一人一台端末環境のもと，個別最適

な学びの環境となる学校づくり」と関連する内容と考え，検討における視点・

関連するキーワードに「ホール」を追記しました。 

本文に関しては，この項目の丸の２に記載の内容に包含されているもとと捉

えさていただいています。 

続きまして２ページをお願いします。基本方針の２「健康的かつ安全で豊か

な教育環境の確保」についてです。 

まず初めに，防犯対策・安全面への配慮については，しっかり考えてほしい 

といった御意見がありましたが，１項目目の「だれもが安全・安心に利用でき

ることに加え，防犯面にも配慮し，児童が良好な教育環境のなかで学習できる

学校づくり」の丸の２に記載の内容に包含されているもものと捉えさせていた

だきました。 

次に，トイレに関しての話題がありました。トイレ環境の改善は必須項目で

あり，他自治体のよい実例を取り入れて，よりいいものを作ってほしいという 

御意見を頂きました。 

また，現状の課題として，生活水準が上がってきている各家庭のトイレと，

学校のトイレとでは，設備・機能面で大きな差が生まれてしまっていることが

課題であるとの御意見も頂きました。 

基本方針の本文に，トイレ環境の充実といった記載となると，全体のバラス

の中で少し具体な記述という印象となるので，２項目目の感染症対策の教訓を

踏まえ新たな学校づくりの，丸の１「衛生環境に十分配慮した」という記載内

容に包含されているものと捉えさせていただきました。 



次に，これからの学校には，すべての子ども達にとっての居場所となる役割

が高まっていて，既に，学校現場においては様々な取り組みがなされていると

いう話がありました。 

子ども達の居場所づくりという視点では，３項目目の「特別な支援が必要な

児童・生徒一人一人の能力を最大限伸ばすため，適切な支援が行うことができ

る学校づくり」の中で，丸の１に「個に応じた「多様な学びの場」を確保す

る」，丸の３に「落ち着いて過ごすことができる空間」，丸の４に「自分たちの

居場所と感じられるような」の記載内容に包含されているものと捉えさせてい

ただきました。 

続きまして，３ページをお願いします。基本方針の３「地域の生涯学習やま

ちづくりの核としての施設の整備」についてです。 

ここでは，３項目目「避難所施設として防災機能・体制強化を図る学校づく

り」で，避難所施設に関連したことが話題となりました。 

まず，避難所施設としての位置づけについては，地域防災計画とも整合性を

図ったうえで，施設の整備を進めてほしいとの御意見を頂きました。 

計画行政を推進するため，市の最上位計画である調布市総合計画のほか，各

分野においても様々な上位計画があり，それに紐づいた諸計画がありますので，

当然，そういった計画とも整合を図っていることが前提条件としてありますの

で，特にこの点に関しては，基本方針の本文では触れておりません。そこは，

既に前提条件として踏まえているということで御理解をいただきたいと思いま

す。 

また，防災備蓄倉庫についての御意見を頂きました。防災備蓄倉庫が，既に

２基設置されていて，防災訓練の際に，収納されている備蓄品を確認したいの

だけれども，整理・整頓ができていなくて，すぐに確認ができないような現状

となっていることが課題との御意見を頂きました。 

これは，有事の際に，必要なものを直ぐに取り出せるように，平時から備え

ていくことが大切であるとの趣旨での御意見ではないのかと捉えさせていただ

きましたので，この項目の丸の３に「また，防災備蓄倉庫は，平時における管

理のしやすさにも配慮します。」という表現を追記させていただきました。 

 以上が，前回の検討委員会での御意見を踏まえ，修正させていただいた内容

となります。 

また，アンケート調査の集計結果の資料を事前に送付させていただきました

が，アンケート調査結果も踏まえ，改めて，御意見を頂きたいと思っています

のでよろしくお願いします。 

そして，本日，頂いた御意見を踏まえ，次回の検討委員会に最終版として提

示，確認をお願いしする予定です。 



議題２についての説明は以上となります。 

 

【阿部委員長】 

 ありがとうございました。議題の２調布市立染地小学校施設整備の基本構想，

施設整備方針について事務局から説明が終わりました。 

ただいま事務局から説明がありましたように，前回での議論を踏まえた修正

案ということになっております。少し時間を割いて御意見等を伺いましたけれ

ども，大きな修正が伴うようなところはあまりなかったのかなと言うところの

中で，そういったところも踏まえながら，今回の修正や追記を行ったという説

明でした。 

それでは本日も前回と同様に，ページごとに御意見を頂ければなというふう

に思っております。 

まずは１ページ目の基本方針の１に関してです。ここでは，やはりハチの巣

校舎がポイントになってくるのかなというふうに思っております。アンケート

調査の自由記述では，このことに関連した記述が非常に多岐にわたって挙げら

れておりました。今の既存の校舎そのものを残した方がいいんじゃないかとか，

また同じ形状で作り直すというような意見，少し形を変えてハチの巣の教室を

残すというような意見などもあったかと思います。その一方で，学校現場から

は，現状の教室には課題があるとの御意見も頂きましたので，前回の議論の中

では，通常の教室の形はごく一般的な四角形で作って，それとは別に六角形の

部屋を作ったらどうかというような内容で考える方法としては，皆さん同じ方

向だったかと記憶しております。まずはこれらの点に関しまして，改めて確認

させていただきたいなというふうに思っているところです。そのうえで，今の

染地小学校のイメージを残す，大切にするという視点から，この点に関して事

務局としてこれまでの学校のイメージ印象を大切にした学校施設を整備します

という表現を加えたというところであります。 

事務局案のとおり，この点についてのメッセージ性を取り入れた方がいいと

いうふうに思いますので，具体的にハチの巣校舎というキーワードを入れるか，

また何か別の表現等がございましたら，御意見などを頂ければというふうに思

っております。よろしくお願いいたします。 

それではここの基本方針１について御意見のある方はよろしくお願いいたし

ます。 

これまでの学校のイメージ，印象大切した学校施設整備しますということで，

そういう形で表現しているんですけど，ここに例えばハチの巣校舎とかなんか，

実際に具体的なものを入れるっていうこともあっていいのかなと思います。何

か御意見等ありますか。 



【山澤委員】 

どんなデザインとかアイディアが出てくるのかなっていうのを少し期待して

いるんですけれども，考えようによって本当にいっぱい膨らむものだと思って

いて，アンケートにもあったように，ハチの巣校舎とうたっている所はあるけ

れども，改築でハチの巣じゃなくてもこうしたんだっていうアピールって何が

あるんだろう。勝手に色々想像していたんですけど，でも，やりようはいくら

でもあるのかな。勝手なイメージなんですけど，ステンドグラスとかでハチの

巣が正面玄関にあったりとか，建物自体が大きい六角形とか。なにかしら取入

れていただく方法っていうのは，きっとすごい人なら思いつくんじゃないかな

っていうのは思いました。 

新しくハチミツタイムとか，色んなハチにちなんだ名前，今もどんどん新し

いものを作っちゃったりしているので，やっぱりハチの巣とかハチっていう部

分は残して欲しいと思います。 

 

【阿部委員長】 

ありがとうございました。ほかに何か御意見等ございますか。 

１ページ目はよろしいでしょうか。前回の御意見を参考に，踏まえて今回追

記させていただいたという内容ですので，さほど大きくは変わっていませんけ

れども，一応皆さんから特段御意見等がなければ次に進めさせていただきたい

と思います。 

  

（特になし） 

 

また何かあれば途中でも構いませんので，御意見を頂ければと思います。 

続いて２ページ目の基本方針についてです。これに関しても様々な御意見を

頂きましたけれども，事務局としては原案に，これに関しては全て包括されて

いると言う解釈をさせていただきまして，特段大きな修正等は行っていません

ということでしたけれども，多少，基本方針の２，子ども達の居場所と言うよ

うなキーワードは入れておりますが，方針の方にあります丸数字で書いている

ことについては，そのとおりとなっているところです。ここについて何か皆様

方から御意見等がございましたらお願いしたいと思います。 

 

【八木橋委員】 

 子ども達の居場所っていうことで，これは教室をイメージしているのかなと

思ったんですけど，その解釈で合っていますか。 

 



【事務局】 

 今は教室だけでなく，廊下等の共用部も含めて，学校内全体の中のそういう

場所ということで考えていきたいと思っています。 

少し話がそれますが，今現在考えている若葉・四中についても，そういった

視点で教室だけではなく，廊下等の共用部分でも友達が休み時間とかで過ごし

てもらえる設えで考えています。以上です。 

 

【八木橋委員】 

 わかりました。ありがとうございます。 

 

【阿部委員長】 

 その他何かございますか。よろしいですか。 

 

（特になし） 

 

それでは次のページに進みたいと思います。３ページ目。こちらがこの資料

の最後になります。基本方針３についてです。 

 ここでは防災備蓄倉庫に関しての記述を追記したという説明がございました。

日頃からの備えという点に意を用いて，また，防災備蓄倉庫は平時における管

理のしやすさにも配慮しますという表現を加えさせていただいたというのが説

明でございました。これにつきまして，何かございますか。 

眞野委員お願いします。 

 

【眞野委員】 

 ３ページでなくて，１ページに戻っていただいて。すみません。申し訳ない

んですけど，先ほどの施設整備に関する基本方針の１，施設整備方針としてア

ンケートにありますように，ハチの巣校舎というのが，すごくいっぱいアンケ

ートにもあったということで，この一番のところの新しい施設の特色を活かし

た学校づくりのところで，４番に新しくわざわざ入れていただいて，これまで

の学校のイメージ，ハチの巣校舎っていうことを総括するっていうようなお話

を頂いているんですが，やっぱりこれパッと見た時に，この右側のページはな

いわけですよね。そして，左側の方のページの丸１から丸４しかないってこと

になると，これまでの学校のイメージっていうところで，皆さんに理解しても

らえるかどうかっていうことを，私としては，あえて学校のイメージの次に，

括弧書きでハチの巣校舎という言葉をちょっと出していただいた方がやっぱり

アンケートに答えた人たちもハチの巣校舎のことも整備方針として考えてくれ



ているのかなっていうことをイメージできるのかなと思うので，学校のイメー

ジ，これまでの学校のイメージの次に括弧書きでハチの巣校舎を入れていただ

いた方が，整備方針の中にハチの巣っていう言葉を入れていただきたいなとい

うふうに思います。すみません。あとになっちゃって。 

 

【阿部委員長】 

 ありがとうございます。そうですね。今，眞野委員が言われたみたいに，ア

ンケートを見ると，ハチの巣校舎に対する思いっていうのはかなり伝わってく

る部分がございますので，これまでの学校のイメージ・印象というところの後

に，少し分かりやすい表現をした方がいいんじゃないかなという眞野委員から

の御意見でした。その点の事務局はなんかございますか。大丈夫ですか。 

 

【事務局】 

今この場でいい考えが浮かばないのですが，その点については反映をさせて

もらって，六角形の教室や，校舎の形というものがイメージするような具体的

なキーワードを入れながら最終案とさせていただきたいと思います。一旦，こ

の点については事務局で預からせていただきます。以上です。 

 

【阿部委員長】 

 ありがとうございます。ぜひ今の委員の意見を踏まえて若干修正が入ればな

と思います。よろしくおねがいします。 

それでは今はこちらの資料３について，その他全体を通して何か御意見ござ

いませんでしょうか。 

久保田委員お願いします。 

 

【久保田委員】 

 一番上の地域コミュニティの拠点となる学校づくりっていうところで，右側

の地域の人たちと連携・協働している活動，交流の拠点の場っていうふうに書

かれているんですけれども，アンケート見ると，防犯・安全のために外部の人

を入れるべきではないっていう御意見もすごく多かったし，やっぱり地域の中

の学校なので，地域の人が気軽に来られるような，そういう学校にしてもらい

たいっていう，結構相反する意見があったなと思って，そこのバランスを，例

えば四中のほうはどういうふうに，何かありますか。調整というか。 

 

【事務局】 

 現在進めている，若葉・四中では，学校施設のほかに，図書館の若葉分館を



入れる関係で，例えばその若葉分館の玄関の前に空地，広場のような設えを設

けている状況で，昼間とかに気軽に散歩して，イメージとしてはちょっとした

公園のような，休憩ができるような空間を作っている状況です。そういったと

ころは若葉・四中は入っているという状況です。あとは校舎内については，開

放なんかも視野に入れている状況なので，そういったところで地域の皆さんに

使っていただきやすい設えで考えている状況です。 

 今回，染地小学校のほうについては，一旦，学校以外の施設を入れるという

ことではないので，なかなか具体的にどういう設えにするかっていうところは

これからの話になってしまうんですけども，ただ，ひとつはふれあい給食の部

分もありますので，そういったところのスペースなんかも，より市民の方に使

いやすいようなイメージで，これから具体的な検討していくのかなというふう

なイメージは思っているところです。以上です。 

 

【久保田委員】 

わかりました。そしたらここの文言についてはあっていいってことですよね。

あっていいと私は思っているんですけど。そういうつもりでいくってことでい

いんですよね。 

 

【河本副委員長】 

公共施設マネジメント担当の河本です。前回もちょっとお話させていただいた

んですが，小学校とかで，多分これから児童が減っていくといろんな機能を包

含していく可能性がある中で，児童の安全を守るセキュリティと，開放性をど

う担保していくかという話があると。セキュリティラインをどこで引くかとい

う話で，一般的には学校しか使わないなら学校のみで一切入らせないよと言い

つつ，やっぱり相反する部分がある。そのへん例えば，ハード的にどこで区分

するかで，例えば時間帯でも子どもがいない時間帯があれば，ここまでは入れ

てもいいんじゃない，スペース，場所だけじゃなくて時間的な部分ですとか，

その辺は実施設計とかをやっていく中で，ハード面だけじゃなく，運営のソフ

ト面も含めて，学校がこういうふうに対応してくれるのであれば，ここまで時

間帯によってセキュリティラインをずらせるんだけど，という提案なども恐ら

く事業者側からあると思いますので，そういうのも含めて，将来的な視野も含

めて，色々開放とか対応できるようにしていけばいいのかなと思っております。

この場でどうだっていう話じゃなくて，これから先の検討事項の一つとして，

考えていければなと思っております。 

 

 



【久保田委員】 

結構，保護者とか教職員の方が，やっぱ外部・防犯をすごく重く捉えられて

いて，私たち地域側から見ると，やっぱり地域もすごく学校に貢献していると

いいますか，色々関わっている部分をお互いが分かっていない状況の御意見も

いっぱいあるのかなと思ったので，ただそれを実際に建てた時に重視して，こ

ういう理由できちんと安全を考えながら，ちゃんと開放もされているんだって

いうことが，今後ちょっと気を付けていきたいなと思いました。 

 

【阿部委員長】 

御意見ありがとうございます。ほかに御質問等ございますか。 

矢箆原委員お願いします。 

 

【矢箆原】 

参考までに教えていただきたいんですけど，防災備蓄倉庫って若葉・四中だ

とどういう配置になっているんですか。染地だと，今はコンテナ置いていて，

コンテナ２基が違う場所にあるんですけど，一か所にまとまっているとか，建

物の中に入っているとか，そういうことを教えていただけたらと思います。 

 

【事務局】 

 若葉・四中で考えているのは，校舎内に設置をします。そして，なるべく体

育館に隣接する形，物の移動だったりっていうのを考えて，基本的には体育館

の直近に配置した計画にしております。 

それと合わせて，物資の搬入とかもありますことから，その辺の動線も含め

た形での計画の作ったという状況です。以上です。 

 

【矢箆原委員】 

ありがとうございます。 

 

【阿部委員長】 

 ありがとうございます。その他。事務局どうぞ。 

 

【事務局】 

この後の話になるんですが，議題の中に平面プランも入っていますので，そ

こには防災備蓄倉庫の位置づけも書いてありまして，後ほどそこについては，

御確認いただければと思います。以上です。 

 



【阿部委員長】 

そのほか何かございますか。山澤委員お願いします。 

 

【山澤委員】 

この間，眞野委員が地域の周辺のまちづくりの進捗を教えてくださって，地

域の人たちの連携・協働していくってところが，やっぱりどうしてもわからな

いとどこまで学校の機能が必要なのかとか，イメージができなくて。アンケー

ト読んでいた時に，前は染地小の音楽室でコーラスをしていたけれども，今は

外で活動しているんですみたいなのがあって，結局外に活動する場所があるの

かないのかで学校に求められる機能も違うので，この学校周辺のその街づくり

は前回の会議から今日までの間，何かこう見えてきたものとかはあるんでしょ

うか。複合施設が近くにできるとか，そういうのはまだわからない状況でしょ

うか。 

 

【阿部委員長】 

東海林委員。 

 

【東海林委員】 

まちづくり推進課地区まちづくり担当課長の東海林です。山澤委員から前回

御説明させていただいた内容から，この間で動きがあったかっていう話なんで

すけど，アンケートにもちょっと出てきましたが，言葉として，染地小の南側

に地区計画上，住宅福祉複合地区という，平成２９年に地区計画を作った際に，

住宅と福祉機能を誘導していく地区と，どういう機能誘導するかというのを地

域のまちづくり評議会の皆さん，多摩川住宅に住まれている方々と議論をして

いきましょうということで位置づけも変わってないという状況です。 

具体的な機能を誘導して行く検討状況としては，この場所については東京都

住宅供給公社さん，ＪＫＫさんが土地を持っている場所になりますので，今，

我々の部署，私どもの方でＪＫＫさんとは定期的に協議をしているんですが，

少しこの場ではなかなか申しあげられない部分があって恐縮なのですが，もう

少し皆さんに御意見を頂くまでには，もうちょっとお時間頂かなきゃいけない

かなと思っています。 

染地小の建替えが迫っているという中では，その議論と検討とを同時にです

ね，その場所の在り方というのは検討していかなきゃいけないと思っています

ので，そこについてはこの検討会の中で詳細を話しすることができないんです

が，地域の皆さんには，検討できる状況になった時点で，何かしらの形でお知

らせをして，御意見を吸い上げる形を取っていきたいと思いますのでもう少々



お待ちいただければと思います。以上です。 

 

【山澤委員】 

ありがとうございます。そうすると，この会議と地域を繋いでいるのが東海

林委員であり，眞野委員っていうことなのかなと思いました。ありがとうござ

いました。 

 

【阿部委員長】 

 はい，ありがとうございます。それでは，ここの案件についてはよろしいで

しょうかね。 

 それでは本日の議論を踏まえまして，次回に最終案として，基本構想として

まとめさせていただき，御確認いただきたいというふうに思っておりますので，

よろしくお願いいたします。 

また，後日，何かお気付きの点等がございましたら，事務局までお伝えいた

だければと思います。議題の２につきましてはここまでといたします。 

 それでは本日のメイン，冒頭でちょっとお話させていただきましたけれども，

議題の３，校舎配置計画及び内部ゾーニング案について事務局から説明をお願

いいたします。 

 

【事務局】 

それでは，事務局より，校舎配置計画及び内部ゾーニング案について御説明

します。資料４－１ 校舎配置計画比較検討案を御覧ください。 

あわせて，只今から，前回お示しさせていただきました，階層毎に各諸室を

配置した，こちらの校舎内部ゾーニング案を追加で配布いたします。 

資料４-１は，第２回の検討委員会でお示しさせていただいているものです

が，今回は，只今配布させていただきました，校舎内部ゾーニング案を校舎の

配置計画案であるＡ，Ｂ，Ｃ案それぞれに落とし込んだものを御用意いたしま

した。そちらが，資料４－２，Ａ，Ｂ，Ｃの３枚となります。 

基本的には，前回御説明した内容をベースに，各諸室を配置しておりますが，

各案，建物形状が異なることから多少の違いはありますので御留意ください。 

各案の概要を御説明させていただく前に，資料４－１について前回から変更

点が３点ありますので御報告いたします。 

１点目，上段，新校舎とグラウンドの配置を示す図の下に，各案における建

設工事までのステップのメモを追加しました。 

 ２点目，黄色の網掛けをしている，下段，各案の特徴の欄，中央，整備後の

グラウンドの特徴を比較している欄ですが，当初は「グラウンドのゆとり」と



しておりましたが「グラウンドの使い勝手」に修正しました。あわせて，各案

の評価も修正しております。 

Ａ案については，トラックのカーブの部分が他の案に比べ，最も緩やかとな

ることから評価を三角から丸にしております。 

Ｂ案については，グラウンドの形状が扁平となることから，トラックのカー

ブが急になってしまうため，丸から三角にしております。 

 Ｃ案については，Ｂ案と同様にトラックのカーブが急であることにあわせて，

冬季の日影の影響によりグラウンドのコンデションが悪くなることが予測され

るため，三角からバツにしています。 

３点目，最下段に事業費の欄を追加しています。こちらは，事業費としての

増加要因を明示しております。 

Ａ案は既存のハチの巣校舎を解体後，新校舎の建設に入りますので，一部の

仮設校舎の建設費及び引越し費用，工期が長くなることにより三角判定となっ

ております。 

Ｂ案については，現校舎位置に新校舎を建設することから，全機能の移転が

できる大規模な仮設校舎の建設及び引越し費用が必要となるとともに，工期が

最長となるためバツ判定です。 

Ｃ案については，Ａ，Ｂ案で増要因となるものがないため丸判定です。 

以上が修正及び追加した内容となります。 

 それでは，本題の各案の校舎内部ゾーニング案を御説明いたします。各案に

ついては，先ほど追加で配布させていただきました校舎内部ゾーニング案と見

比べながら見ていただければと思います。 

まず，資料４－２－Ａを御覧ください。 

こちらは，校舎を学校敷地の西側に配置したＡ案となりますが，最初に共通

事項を説明します。 

まず，灰色に着色した無地の部屋はトイレや給食用の配膳室，教材室などの

供用部分を表しています。 

次に，１階の左上，左下，右上にカタカナの「エ」を四角で囲んだようなも

のがありますが，そちらは階段を表しております。 

次に，１階の右下に赤の三角形がありますが，こちらは昇降口で，児童の建

物の出入箇所を示しています。 

最後に，各案ともに図面の上側が北側としています。 

共通事項の説明は以上です。 

Ａ案について説明します。Ａ案は，建物を西側に寄せていることもあり，建

物形状を正方形に近い平面形状としています。そのため，建物中央部に中庭を

配置し，中庭上部を吹き抜けとすることで，通風や採光を確保する案となって



います。１階部分には，管理諸室をメインに，給食室，学童クラブなどのほか，

プールを配置しております。２階については，前回，八木橋委員から御指摘い

ただいたとおり，児童が通常いる教室などは２階以上に配置し，こちらは各案

共通事項としております。２階は，特別の支援が必要な教室群を配置するとと

もに，ふれあい給食を配置し，普通教室も配置しております。３階から４階に

かけては，普通教室や特別教室をメインに配置し，３階に避難所となる体育館

をプールの真上に配置し，体育館の近傍には防災備蓄倉庫や炊き出し利用を見

据えた家庭科室，行事で使用する楽器類の運搬がスムーズにできるよう音楽室

を配置しています。また，アンケートなどでも御意見を頂いており，先ほど山

澤委員からも御意見を頂きましたハチの巣校舎の継承として，右下に六角形の

諸室を配置しております。この六角形の教室の配置やこれに代わるなんらかの

配置については，あくまでも現時点での案ですので，今後計画を進めていく中

で使い勝手を十分に考慮しながら，今後検討してまいります。以上がＡ案とな

ります。 

次に，Ｂ案です，資料４－２－Ｂを御覧ください。 

Ｂ案については，建物を学校敷地の北側に寄せて配置していますので，建物

形状は横に細長い形状としています。こちらも細長い形状ではありますが，中

央に光庭を配置し，上部を吹き抜けとすることで，採光を確保することとして

います。１階にはＡ案と同様に，管理諸室をメインに，給食室，学童クラブな

どのほか，プールを配置しております。２階につきましても，特別の支援が必

要な教室群を配置するとともに，普通教室や特別教室を配置し，ふれあい給食

も配置しています。 

Ｂ案については，２階及び３階に六角形のハチの巣教室を設け，３階及び４

階には普通教室及び特別教室をメインに配置しています。３階にはプールの真

上に体育館を配置し，防災備蓄倉庫，家庭科室，音楽室を近傍に配置していま

す。以上が，Ｂ案の説明となります。 

最後に，Ｃ案です。資料４－２－Ｃを御覧ください。 

Ｃ案については，建物を南側に寄せていますので，Ｂ案と似たような形状と

なっていますが，新校舎の右側，東側に既存体育館を残したまま，新校舎を建

設することとしていますので，東西方向がＢ案より短くなる代わりに，南北方

向に若干ではありますが，伸びている形状となっています。 

 Ｃ案はＢ案に建物形状が似ていますので，Ｂ案と同様に，校舎中央に光庭を

配置しています。１階には他の案と同様に，管理諸室をメインに，給食室，学

童クラブなどのほか，プールを配置し，２階にも，特別の支援が必要な教室群

を配置するとともに，普通教室や特別教室を配置し，ふれあい給食も配置して

います。３階及び４階には，普通教室及び特別教室をメインに配置し，３階に



はプールの真上に体育館を配置し，防災備蓄倉庫，家庭科室，音楽室を近傍に

配置しています。４階には特別教室のみとなり，Ｃ案では４階のみハチの巣教

室を配置しています。以上がＣ案の説明となります。 

冒頭で御説明したとおり，建物形状によって多少の違いはありますが，前回

の内部ゾーニング案を基に，事務局が考える各案の内部プランを御提示させて

いただきました。各案について，御質問や御意見を頂き，その後，建物配置と

内部プランを総合的に御検討いただき，各案の順位を皆様に決めていただきた

いと存じます。よろしくお願いいたします。説明は以上となります。 

 

【阿部委員長】 

ありがとうございました。議題の３，校舎配置計画及び内部ゾーニング案に

ついて事務局から説明がありました。 

 まず，第２回検討委員会でお示しした校舎の配置計画３案に対して，メリッ

ト・デメリットの比較を表示したものが今お手元にあります資料４の１の校舎

配置計画比較検討案となっています。 

そして各案それぞれの校舎について，前回，第３回の検討委員会で議論いた

だきました各諸室のゾーニングの考え方を踏まえ，校舎内に各諸室を配置した

イメージ図がこの資料４の２となっています。本日はこの２つの資料を基に，

Ａ，Ｂ，Ｃの３案の順位付けをしていくのが今回の大きな議題のテーマとなっ

ておりますので，よろしくお願いをいたします。 

まず始めに，私から少し，今の事務局の説明を踏まえて意見を言わせていた

だきます。Ｂ案というのは敷地の北側に校舎を配置して南側にグラウンドを配

置すると。学校の配置計画のオーソドックスなパターンで，ごく一般的な形で

すけれども，ある意味，理想形だというふうに思っております。ただこの形を

作る過程がですね，非常に大変であると言うところがあります。既存の校舎と

同じ位置に建直すということは，どこかに仮の教室を用意してそこに引っ越し

てから新校舎を建設し，完成した後にまた引っ越しなければならないというこ

とで，学校現場においても大変な苦労をかけることとなります。 

そして仮教室を用意するということは，極端な言い方をすると，既存校舎と

同じ大きさの仮校舎を一旦造らないといけないため，この費用がとても高くつ

くと言うことになってしまいます。これ学校現場と行政の双方のデメリットが

非常に大きいなというふうに感じたところであります。 

Ａ案とＣ案を比較した場合は，どちらも甲乙つけがたいなと言うふうに思っ

ておりまして。それぞれメリット・デメリットについて，意見交換を行ったう

えで，最終的に順位付けを決める流れで進めていければなというふうに思って

いるところであります。 



それでは委員の皆様に意見を伺っていきたいと思いますけれども，いかがで

しょうか。どなたか御意見等ある方よろしくお願いいたします。 

眞野委員お願いします。 

 

【眞野委員】 

Ａ案かＣ案かそれについて後で話しますけど，その前に，前回もちょっと話

ししたんですが，各案とも防災備蓄倉庫，これが３階にあるんだよね。前にも

ちょっと話したんですけど，この調布市全体の，今もね，災害があちこちで，

いつ災害が起こるか分からない，こういった状況の中で，調布市として災害が

起こったときの避難施設をどうするのかっていう全体計画がどうなっているん

だと言うことで，前回もちょっとお話しましたけど，それに基づいて，せっか

くつくる新しい施設ですから，そういった市の全体の防災計画に即した施設を

というか，そういうのを考えるべきだと思うんです。この今のプランでいくと，

なんか学校の防災備蓄をちょこっと置いてくだけっていうようなスペースに，

面積的にも思えてならない。だから地域の防災というものと，学校との関わり

をどういうふうに考えているのか。私は今地区協議会の者として来ていますけ

ど，地区協議会としても防災について色々やっていますけども，そういう点か

らこの染地小が地域の防災の中でどういう役割で，そのためにはどういった施

設が必要なのかということを，もう一度，教育委員会とそれから防災課の方で

よく打ち合わせしていただいて，全体の市の防災計画にのっとった形で今回の

施設を考えるべきです。この面積的な問題で言えば，この校舎の中に入れられ

ないうんだったら，今こそですが，外に防災倉庫を，先ほども言いましたけど

コンテナが２つあるんだけど，ああいったものでいくのか。３階っていうと，

地域の人がわざわざ，避難してきた人たちが３階まで上がって降ろしたり，そ

ういうことにするのか，そういった避難の状況をどう考えるか。この間も調布

市でいろんな災害があった時には避難所を設営しましたけど，大変混乱したん

です。あんな状態でこの災害が来たらもうどうしようもないよね。調布市の防

災対策。そういうのも，もうちょっと教育委員会の方としても防災の方とよく

打ち合わせして，今後，この防災倉庫っていうのはどういうふうに考えるのか，

ぜひ考え方も含めて打ち合わせしていただいた話を聞かせてほしい。こんなと

ころに持っていって何考えてんのっていうふうに思いますけどね。以上です。 

 

【阿部委員長】 

ありがとうございます。その辺何か事務局からありますか。 

 

 



【事務局】 

防災備蓄倉庫の場所については，こういった御意見を頂きましたので，その

点については，しっかり関連部署であるって総合防災安全課とも調整を図った

うえで具体的な計画に位置付けていきたいというふうに考えています。以上で

す。 

 

【阿部委員長】 

 それでは，ほかに委員の方から意見を伺っていきたいと思います。 

先ほど冒頭で私の方から話しました。今回，Ａ案，Ｂ案，Ｃ案のどれにする

かという順位付けが本日の肝となっていますので，ぜひきたんのない意見を頂

ければと思っているところです。 

星委員お願いします。 

 

【星委員】 

 Ｃ案についてなんですけれども，近隣への影響で日陰，確かに日陰だけ取れ

ばＣ案は二重丸かもしれないんですが，心配されるのが学校で非常に音が出ま

す，音楽も出します。あとは砂埃とか。目の前に高いマンション建っています

よね。なので，決して日陰だけ言えば二重丸かもしれないけれども，日陰や日

向だけじゃないんだよっていうところでは，その辺どうでしょうか。砂とかそ

の辺。他校の例とか，ちょっとお聞かせいただきたいと思います。 

 

【事務局】 

 今，砂埃に関して，既存の学校で進めているものはグリーンダストと言って

緑色の岩を細かく砕いたものを土状にしたもので整備をしていて，それが砂埃

対策については有効に機能している状況にありますので，今のグラウンドの舗

装の仕様としては，そういった形で考えています。 

 ここの予算の中では，理想としては全天候対応型が学校現場としてあるのか

なと思うんですけど，その辺は予算との兼合いもありますので，かなり難しい

部分もあるかなというふうに思っています。 

現状やっているグリーンダスト舗装だと，砂埃に対しても，近隣から苦情が

収まったっていう実績もありますので，そういった仕様で考えている状況です。 

 

【星委員】 

 ありがとうございます。やはり現場としては，なるべく近隣の皆様に迷惑か

けないようにと思って運動会の練習なども今やっているところですけど，今は

ちょうど，恵まれた環境の中でやらせていただいているんですが，音とか目の



前のマンションさんに迷惑かけないかなっていうのが気になるところです。 

 そうすると，目の前の北側のマンションが非常に高いので，校庭がいつも丸

見えというか，それもちょっと気になるところかなと思います。以上です。 

 

【阿部委員長】 

 ありがとうございます。その他，どなたか御意見等ございますか。 

 眞野委員お願いします。 

 

【眞野委員】 

 Ａ，Ｂ，Ｃ案の中からということであれば，一応私はＡがいいと思います。

なぜかというと，Ｂは先ほど阿部委員長がおっしゃったように，既存校舎と同

じ位置ってことになると，やっぱり仮設・移転，それから引越し等々，色々大

変なことで，Ｃ案とＡ案かというとなると，Ｃ案はグラウンドが日陰になっち

ゃうんですよね。校舎４階建てでしょ。２０メートル近い。そうすると冬にな

ればベチャベチャになっちゃって，水浸しになっちゃうような状態。こういう

日陰の状態をグラウンドに持ってくるのっていうのはあまり良くないかなと。

そういうことからすると，やっぱりＡ案しかないのかなと。Ａ，Ｂ，Ｃ案の中

から選ぶとすればね。Ａ案のしかないのかなというふうに思います。 

 

【阿部委員長】 

 ありがとうございます。その他，何か。 

 

【八木橋委員】 

学校としての意見なんですが，私もＡ案が良いのかなと思います。理由とし

て，一つ目はグラウンド。Ｃ案だとグラウンドが日陰になって，今でもちょっ

とぬかるみがある時があるので，グラウンドはＡ案の方が問題なく使えるかな

と思います。 

また，今Ｂの形でグラウンドがあるんですけれども，トラックのカーブがと

れない状況にあります。なんかちょっと急なんですよね。急なところのカーブ

でトラックを取っているので，Ａ案にするともっとカーブが緩やかなトラック

が取れるかなと思っています。 

 あとは，芝生は計画の中にあるので，芝生もぜひこの中に入れていただいて，

雨のときは芝生で遊べる，子ども達の環境を作っていきたいかなと思っていま

す。よろしくお願いします。 

 

 



【阿部委員長】 

 ありがとうございます。それでは市川委員お願いします。 

 

【市川委員】 

グラウンドに関して。前提なんですけど，土ですか。ウェザーコートみたい

な。それと，今あったように芝生との関連。その比率とかはもうお考えになっ

てらっしゃるんですか。 

  

【事務局】 

 今の市の財政状況を鑑みると，なかなか全天候型を採用するっていうのは非

常に難しい判断かなというふうに思っています。 

 それからの芝生に関してなんですが，学校のホームページの中にも染地小の

特徴ということで，雨上がりなんかは芝生の上はぬかるみがないので子ども達

が活用できますよなんて，染地小の特色と言ったところに表記がされているの

で，やはり芝生の良さっていうのは非常にあるというふうに思っています。 

 しかし，芝生も植物なので，手入れに関しては今，非常に良い形で学校に管

理をしていただいているんですけども，その部分は少なからず先生に負担にな

っているかなというふうに思っています。今の染地小学校は非常に少ない人数

でありますので，今の在校生からすると芝生の傷みもない状況なので，比較的

よく維持管理されているかなと思うんですけども，これから子ども達が増える

となると，芝が耐えられないという状況もあります。そうなってくると養生期

間と言って，種をまいて，芝が根付くまでが使えないといったデメリットも出

てきます。そのため，実際の整備の中に芝を入れるかっていうところでは，そ

の維持管理をどうするかっていうところがポイントで，実際に入れるかどうか

っていう判断になろうかなと思っています。今の時点で，入れるか否かの判断

はつかないんですけども，やはり最終的には維持管理をどうしていくかってい

うところで判断になるかなというふうに思っています。以上です。 

 

【市川委員】 

 ありがとうございます。 

 

【阿部委員長】 

それでは久保田委員お願いします。 

 

【久保田委員】 

 全ての案について，体育館が３階で防災倉庫も３階にあるのは，浸水しちゃ



うっていう御意見もあったので３階もありなのかなと思ったんですけれども，

体育館が３階だと，例えば開放の人とか，外部の方が休日とかも校舎の中を入

って体育館に行くっていうことになるので，防犯的，時間帯とかをずらすって

形になるのか，門扉のところでセキュリティを強化するのかっていうことにな

ってくるのかなと思います。 

Ａ案だと，教室の中に，各階ごとの移動距離が割と短くなるので，子ども達

も先生達も楽だろうなあっていうふうに思いました。しかし，ステップルーム

が４階にあるっていうの，ステップルームの考え方が私のイメージ的に，ちょ

っと教室に入れなかったりする子ども，集団が苦手っぽいイメージ，そこ子達

がまず第一歩としていけるところなので，その一歩の人が４階までいけるかな，

っていうのがちょっと心配ではあります。以上です。 

 

【事務局】 

 防災備蓄倉庫につきましては，体育館と同じフロアという形で３階配置して

おりますが，実際，今回エレベーターがこの校舎に付く予定でございますので，

物資の搬入自体はエレベーターを使いながら出来るかと考えております。 

体育館のセキュリティに関しましては，今回，エレベーターを設置しますの

で，エレベーターを使用して上がっていただく，もしくは専用の階段を上がっ

ていただく。一応左上の方に階段もございますので，それを使用していただく

と言うことになろうかと思いますが，実際ほかの行政の事例で言いますと，シ

ャッターとかでほかの教室の方に行けないという形で，物理的に封鎖してしま

うというやり方もあったりしますので，そういったことも今後検討している形

になろうかと思っております。 

 ステップルームにつきましては，建物の配置の中で，ちょっとここに入って

しまっている状況でありますが，エレベーターとかもありますので，エレベー

ターからすぐ入れる部屋っていう形でもいけるのかなと考えております。ステ

ップルームの配置につきましても，今後検討させていただければなと思ってお

ります。以上です。 

補足説明させていただきますと，今回の案として出しました校舎の中の形な

んですけども，これが最初で，これからこの事業に関わっていく設計者の考え

方によって，建物の形状だったりというのはガラッと変わってくるような状況

になります。あくまでも今の時点ではザクっと考えた必要な面積，造るものに

収まるかどうかっていう形で作った案なので，これがこのとおり進むかどうか

っていうのはまだ未確定な状況です。あくまでもこれをベースに，次のステッ

プで関わっている設計者がいろんなことを考えて最終的に決める状況になりま

すので，この図面ありきではないということを御承知おきください。そのうえ



でこういった意見を反映しながら変わっていき，最終的な設計が決まりますの

で確定ではないということです。 

 

【阿部委員長】 

 ありがとうございました。きたんのない意見をどんどん頂いて，それを設計

に反映されていくと言うことですのでよろしくお願いしたいと思います。 

それでは行政と学校現場との忠実な立場と言うところからですね。小林委員

から御意見頂ければと思います。 

 

【小林委員】 

 皆さん，こんにちは。会議になかなか参加できず申し訳ございません。  

行政と学校の中立という話がありましたけれども，私自身は小学校の教員か

らスタートして，昨年度までは小学校の校長していました。また行政にも，他

自治体ではありますが長く居ましたので，はっきり申し上げてもＡ案Ｂ案Ｃ案

全ての校舎で，実際に授業を行ったことがあると言う立場から，このＡＢＣに

ついて述べさせていただければなと思っております。 

 まず申し上げると，先ほど日陰の問題が出てきましたけれども，実際，日本

の校舎はＢ案が多分最も多いんだと思うんですけど，お隣の府中市なんかは，

Ｃ案の校舎も結構あるんですね。最近その様子が変わってきたのは，Ｂ案の校

舎は日陰がないっていう事が逆にデメリットになっていて，外で体育を行うだ

けじゃなくて，理科の実験を行ったり，観察行ったりする中で，最近はなかな

か外に出られないと。日陰もないととにかく校庭の温度が上がってしまって，

活動できないということもあって，日陰を探すのに苦労すると言うところです。 

 Ｃ案については，施設整備方針について，芝ということもありましたがが，

芝の養生はなかなか難しくて，私もオール天然芝の自治体に居ましたけれども，

南側校舎だと北側はほとんど根付かないと言うか，なかなか難しくて，ずっと

芝が生えてない状態が続くということもあります。 

 Ａ案についての校舎も，もちろん立地からするとグラウンドの日向が多くな

るんですが，日陰が必要になってくる午後の時間帯が，いわゆる日陰が増えて

くるんですね。体育しているときは，この校舎側に子どもを集めてなんてこと

もやっていたので，意外とこの西側校舎というのは，そういった意味での利便

性は高いかなと思っています。 

 また，行政長くいたので，いずれにして校舎の建替えの場面というのは，何

回か立合っているんですが，地域の方々の熱い思い，アンケートにも色々表れ

ていますけれども，そういったところと学校の教職員の皆さんの，こういう授

業をここで行ないたいっていう熱い思い，それに加えて財政状況っていう行政



側の思惑っていうところもあって，この辺りのどこでこう妥協していくのかと

いうところが必要になってくるかなと思っています。 

そういった意味で，先ほども事務局のほうから説明がありましたけれども，

整備方針に何を大事にして載せるかどうかで，今後その提案を受けていくなか

で，ここにまとまっていることがどこまで叶えられるかが一番大事なのかなと

思います。 

結論申し上げるとＡ案がやはり一番いいかなと思うんですけど，私も建築に

関してはすごく素人なものですから，実際にはその現在の校舎があった中で，

基本的には新校舎を建てるスペースを確保していくというところで，この辺り

のスムーズにできるのかなということや，一度仮校舎を建てなきゃいけないと

いう負担がＢ案に比べたら負担が少ないということなんですけれども，そのあ

たりが財政的な負担という意味では大丈夫なのかな，ってところは正直不安な

ところがあるかと思うんですけれども，ただ，今回提案されている案について

はＡ案がベストであると考えております。 

 

【阿部委員長】 

 ありがとうございます。 

 

【河本副委員長】 

すみません，今，財政的な話が出たので，行政経営部という財政課も同じ職

場にいる部署の私の方から少し。 

今，話題に出ましたが，建設コスト，工事費関係がここ数年，異常な上昇を

しており，皆さんも新聞記事とかで御覧になられている方もいるかもしれない

ですが，ここ数年，毎年２０パーセントずつ上がっているよう状況で歯止めが

効かない状況となっています。資材価格はやっと今年度入って落ち着いてきた

んですが，これまで資材価格に追いついてなかったんですね，上昇幅が。 

それに対して資材価格が追いついたものの，まだまだ工事費そのもの額とし

ては今までと同じペースで上がっちゃっているような状況です。これはいろん

な要因があって，建設業界に若い子が入らないだとか，万博の関係で人をとら

れちゃっているとか，国の政策で半導体を作らなきゃいけないとか。色々な要

因が重なった結果が，今こういう状況になっているかなと思っております。し

かし，単純にＡ案，Ｂ案，Ｃ案をコストで比較して，例えばＣ案が一番安いか

らＣ案だというのはちょっと乱暴かなと思っております。仮設校舎に関しまし

ては，実際，行政経営部としては後に残らない，形が何も残らない部分なので，

できればそこの費用がかからないのが理想かなというのが，正直なところの本

音だと思います。もちろん，だからと言ってＣ案だというわけではないのです



が，Ａ案で進めていく中で，実際にレイアウトをしてみたり，いろんなメリッ

ト・デメリット，仮設校舎がどのぐらいの規模かというのも踏まえたうえで，

総合的に判断していき，場合によってはＣ案という選択も可能性としてはある

のかなと思っています。 

芝生に関して言いますと，例えば調布の場合，第二小学校が全面芝生してい

て，実は校舎と校庭の間に少しアスファルトの部分があるんですね。実際それ

を見ると，校庭の南側ぎりぎり一杯のところが枯れているかというと，体育館

と校舎の複合で影が落ちる部分はやっぱり駄目です。そこはどうしても根付か

ないかなと思っています。その部分を除くと，ここ最近見てないですが，自分

が営繕にいたころなんかはそこまでひどい状況じゃなかったかなと考えていま

す。なので，その辺はテクニックとか設計の中で校舎ギリギリまで芝生にして

しまうと，やはりだめな部分が出るかなと思いますが，今言ったとおりアスフ

ァルトか何かで，ぐちゃぐちゃにならないで歩けるようなゾーンを少し残して

みることによって，そういう部分を作らないようにするとか，そういう設計上

の対応なんかもいけるかなと思っています。 

何にせよ，自分もこの中ではＡ案がいいなみたいな思いがあるんですが，ち

ょっと財政フレームに収めてみて，実際にどのぐらい財政フレーム上，市が耐

えうるのかどうなのかというのを複合的に勘案しながら，場合によってはＣ案

を学校側と調整させていただくような場面というのが，今後出てくるのかなと

思っております。 

 

【阿部委員長】 

ありがとうございます。その他何か今回のＡ，Ｂ，C について。眞野委員お

願いします。 

 

【眞野委員】 

度々すみません。２点ほど，今後，設計していくうえで考えてほしいなあと

いう点ですね。 

一つ，私はＡ案と言ったのですが，Ａ案でぜひ進めるとすれば，朝日マンシ

ョンさんが北側にあるんですね。その配慮っていうものを少し考えないと。日

陰ですね。日影とかにしようとか，その辺で近隣のこともちゃんと考えて設計

していますよっていうことをぜひ考慮すべきだと思います。そういうのも，現

在は３階ですが，これが４階建てに上がるってことですから，今よりも高くな

ってくるということで，それは近隣の人達は，えっ，となる所があるので，そ

の辺は４階の部分，ステップステップルーム，これを斜めにカットしちゃうと

か。ちょっと面積が減っちゃうかもしれませんが。そういうことで，近隣への



日陰とかを配慮して，景観とかその辺も配慮して設計していますよっていうこ

とが必要かなというふうに一つ思います。 

それからもう一つは，Ａ案で言うと，真ん中に中庭があるんですね。これ非

常にいいなと思うんですね。今のこの図面で見ると，これは屋根がないんです

ね。屋根が無いから雨が入って来ちゃうっていうことですよね。できれば，屋

根をかけて光だけ取り入れて，雨が入らないような。建ぺい率や容積率，色々

と問題は出てくると思うんですけど，雨が入らない形で，中庭をうまくすると，

校庭の使い方とうまくできるような形にもなるし，もし雨が入るとすれば，こ

こを人工芝等で考えるとか。要するに，この広い空間をうまく使って，緑も入

れながら，環境にも配慮した形での中庭づくりっていうのをぜひ考えてほしい

なあというふうに思います。以上です。 

 

【阿部委員長】 

ありがとうございます。御意見頂きましたので，そこを踏まえながら今後検

討していただければと思います。 

ほかに何か御意見等ございますか。菊地委員お願いします。 

 

【菊地委員】 

 児童青少年課の菊地です。今，市では子ども基本法の理念に従って，いろん

なことに子どもの意見を大事にしていこうと言うことで動いております。色々

と意見があった中で，子どものアンケートを見ると，屋上広場っていう要望が

非常に高いのかな，どの学年でも多いのかなっていうふうに思っているんです

けれども，設計これからですという話もありましたけれども，ぜひ子ども達が

それを望んでいるのであれば，ただちょっと安全管理上の話であったりとか，

コストの話であるとか，いろんなものが絡んでくると思うんですけれども，今

後そういったものも，ぜひ，子どもの意見を大事に取り入れていただきたいな

というふうに思っております。以上です。 

 

【阿部委員長】 

ありがとうございます。子どもの意見をしっかりと取り入れていきながら進

めていければというふうに思っていますので，事務局よろしくお願いいたしま

す。 

それでは，ほかにどなたか御意見等ございますか。大丈夫ですか。 

それでは，山澤委員。 

 

 



【山澤委員】 

最初の話の中にあったホールは，どの案でもやっぱ難しいのかなっていうの

と，でも，先ほどの眞野委員の話を聞くと，中庭がホールになるのかなと思っ

たりとか。 

あとは，ちょっと疑問なんですけど，昇降口は一か所でいいのかなっていう

のが。自分の中で一箇所で大丈夫なのかなっていうのがすごくあって，今もう

すでに教職員を入れて３カ所あって，子どもはやっぱり入口が多い方が入りや

すいのかな。そうであったときに，一か所しか出入り口がないっていうのは，

行きにくくないのかなと思いました。 

また，どの案も正門とかの門はどの辺になって，学校への動線がどうなるの

かなって思いました。門から校舎が遠いと入りづらいとかないのかなとか，そ

ういうのを考えてしまったので，その辺もあわせてあのイメージがつくといい

なと思いました。 

 

【事務局】 

まずホールにつきましては，今の右下の黄色いハチの巣教室，仮にこういっ

たところをホールという形で使ってもできるのかな思いますが，こちらの方に

関しましても，先ほど関口が申したとおり，今後，設計者とかの提案を受けた

内容で，もっと内容がガラッと変わる場合もありますので，そういった中でも

今回の検討委員会の議事録を残して，そちらを事業者の方に参考にしてもらい

ながら設計を進めていくことになりますので，今の山澤委員の御意見も反映し

てもらえるものだと考えておりますので，御了承いただければと思います。 

また，昇降口の箇所ですとか，門に関しても，今回は建物の配置する位置と

か形だけの計画ですので，こちらの方も今後，昇降口の数や門の位置を検討し

ていこうかなと考えておりますので，御了承いただければと思います。以上で

す。 

 

【阿部委員長】 

ありがとうございます。ぜひ，そのへんもしっかり考えていただいて，要望

に沿った形で設計に進んでいただければというふうに思っています。 

それでは様々な御意見を頂きましたけれども，最後に校長先生から何か一言

頂ければと思うのですが，いかがでしょうか。 

 

【八木橋委員】 

まずは，今回このアンケートの各個人の意見を，このようにまとめていただ

いてありがとうございました。大変だったのではないのかなと思いました。あ



りがとうございました。 

また，それをこの基本構想の中に赤字で入れていただいて，本当に皆さんの

思いがここに入っているかなって思います。染地小学校は，本当に皆さんの思

いが熱くて，重いので，その熱くて，重いものを形にするっていうことはとて

も大変なことだと思いますが，そこは皆さんで知恵を出し合って，染地小学校

が新しくなってよかったなって，みんな安心できるなあっていうふうな学校に

していきたい，学校づくりをしていきたいかなと思います。本当にみなさんの

活発な御意見が，校長としても嬉しいと思っております。ありがとうございま

す。 

 

【阿部委員長】 

ありがとうございました。それではこの議題について，そろそろ結論づけた

いというふうに思っていますけど，今，皆さんの御意見等を伺って，それを踏

まえて考えますと，Ａ案，Ｃ案，Ｂ案というような順位のかなというふうに思

いますけれども，皆さんいかがでしょうか。異論ないでしょうか。 

 

（異議なし） 

 

それでは，Ａ案，Ｃ案，Ｂ案という順位で，この会では結論付けたいと思い

ます。しかし，先ほどの河本副委員長からの発言でもありましたように，今後

の検討状況によってはＣ案への計画の変更というのを想定しておく必要性はあ

るのかなと思います。資材等の高騰もかなり右肩上がりというところの中で，，

比較的，財政フレーム上おさまらないと言うような，そういったようなケース

も出てくると思いますので，そういったところを踏まえてＣ案への計画変更の

想定しておく必要性があるということで，御承知おきいただければと思ってい

ます。それでは，議題の３につきましてはここまでといたします。 

続きまして最後の議題になります。議題の４，調布市立染地小学校施設整備

基本構想（素案）について，事務局から説明をお願いいたしま。 

 

【事務局】 

それでは，議題の４，調布市立染地小学校施設整備基本構想（素案）につい

て説明をさせていただきます。 

本日の検討委員会での議論の内容と，これまで議論していただいた内容を含

め，最終的な成果物といたしまして「調布市立染地小学校施設整備基本構想」

としてまとめていきたと考えています。本日は，その成果物の完成形のイメー

ジとして，資料の５，調布市立染地小学校設整備基本構想（素案）として提示



させていただきます。 

 それでは，資料５を御覧いただきまして，表紙を一枚おめくりいただきまし

て，表紙の裏面が目次となります。そして，１ページから８ページにかけまし

て，現状の学校施設の現況等について記載する予定です。 

１ページ目，１の基本構想策定の背景と目的から始まり，２ページを御覧い

ただき，２の現況としまして，現在の施設の概要や，児童・生徒数の推移など，

現在の状況についての，一般的な事項をここに記載する予定です。 

そして，９ページをお願いします。ここからが，今後進める事業の核となる

項目となり，基本構想という位置づけになります。 

１０・１１ページをお願いします。ここでは，すでに定められております，

既定の事項を記載しています。 

続いて，１３ページから１５ページにかけましては，先ほど議論していただ

いた，議題２の内容について「整備方針」という位置づけで記載します。 

本日の資料の方には，資料３と同じ内容を転記させていただいております。 

１６ページをお願いします。ここには，配置計画ゾーニング案として，先ほ

ど議題の３の結果を踏まえたものを記載します。 

そして，最後，１８ページを御覧いただきまして，ここからは，資料編とし

まして，本日の議題１で報告しましたアンケート調査結果や，検討委員会の中

で使用しました資料等を入れ込んでいく予定です。 

このようなイメージで取りまとめを行い，最終版として，次回に基本構想案

について御確認をいただく予定です。 

議題５についての説明は以上となります。 

 

【阿部委員長】 

ありがとうございました。基本構想（素案）について事務局から説明があり

ました。 

この間，皆様方からも御意見頂いて，色々な資料を示させていただきました

けども，それを最終的に取りまとめたのがこちら。ただ中身がまだ結構スカス

カな状態でありますけれども，それをしっかりと，次回までにまとめ，提示さ

せていただいて，それで決定させていただければと言うようなことでございま

す。 

最終形に向けてはこれから追加されていく内容もありますけれども，まずは

まとめ方の方法やざっと見ていただいたイメージについて，共通認識を持って

いただいたうえで，全体の構成等について，何かこれってこういう風にしたほ

うがいいんじゃないのっていう御意見があれば，ここでお伺いしたいなという

ふうに思います。何か気づいた点等あれば御意見頂ければと思います。よろし



くお願いいたします。 

事務局，この資料は，今日初めて皆さんに示した資料ですよね。 

はい，眞野委員お願いします。 

 

【眞野委員】 

すみません，一つだけいいですかね。先ほど，山澤委員もおっしゃっていた

んですけど，色んな意見があって，なぜ建替えなきゃいけないんだっていうと

ころの視点に基づいて，どこかにこういう事なので，建替えを進めるんですよ

っていうことを述べておくといいかなと思います。今入っていないかなと思う

ので。 

 

【事務局】 

山澤委員からもありましたように，１ページの策定の背景のところに，その

辺の内容を加味したうえで，次回提示させていただこうと思います。 

 

【眞野委員】 

どこかに，なぜ建替えが必要なんだということを，入れておくといいかなと

思います。 

 

【阿部委員長】 

ありがとうございます。冒頭で山澤委員から話があった，なぜ建替えが必要

なのか，そこが一番大事なところだと思いますので，そこはしっかりと中に組

入れて，次回お示しできればなと思います。 

そのほかに，何か全体的に見ていただいて，何か気付いた点とかあれば御意

見頂ければと思いますが，いかがでしょうか。 

伊藤委員，お願いします。 

 

【伊藤委員】 

企画経営課長の伊藤と申します。今，基本構想の（素案）を見させていただ

いて，今日の議論の中でもあったかなと思うんですけれども，おそらく１３ペ

ージ以降がかなり肝となる内容かと思います。資料３の右側には，いろんな補

足があって，左側で言わんとしていることが，それを見れば分かると思います

から，先ほどのイメージとか，そのあたりについての意見だとは思いますけれ

ども，それ以外のところ見ていただいて，方針の中で何を言わんとしているの

かが，見た人が，初めて見た人でも分かるような，必要に応じた言葉の補足等

も改めてさらっていただくといいのかなと言うふうに思います。 



やはり，こういった大きな取組みでありますので，多くの方々が同じ，共通

認識と言いますか，それを持てるような内容にしておくことが，後々，より具

体・詳細になっていった時に，方向が違ったよねってならないようにすること

が大事だと思っておりますので，そのあたりを確認，検討いただければと思い

ます。以上です。 

 

【阿部委員長】 

ありがとうございます。そうですね。この場で議論している皆さんの資料と，

実際にこの中に落とし込んでいくものは，若干違いますし，この間の話し合い

をしていく中では当たり前のようにわかっているけれども，多分初めて見る方

がこれって何だろうと思われては，元も子もないところがありますから，その

あたりは分かりやすい表記の仕方，構成を，事務局へお願いしたいなと思って

います。 

その他何かございますか。大丈夫ですか。山澤委員どうぞ。 

 

【山澤委員】 

いつもこういう資料を見るときに，共創という言葉が使われるんですけれど

も，地域や社会との共創とあるんですけど大きすぎちゃって，具体的なものが，

染地小だからこその共創っていうところがわからないんですね。なので，特に

この地域だからこその，地域や社会ですと大きすぎちゃうので，例えば，今や

っている街づくりのところとか，具体的な，染地小を中心としたイメージがで

きるような，補足みたいなのがあるとうれしいなとは思います。当たり前すぎ

ちゃうかもしれないんだけど，社会と地域って。そこも，もう少し落とし込め

たらいいのかなと思います。 

 

【阿部委員長】 

ありがとうございます。そのへんも事務局で検討していただいて，なるべく，

誰が見ても分かるというところが大事かなと思います。噛み砕いた形で表現が

できるものはそういう表現の仕方にしていただければと思います。 

ほかに何かございますか。今日お配りしたものですから，この場で見ていた

だいて，なかなか意見を出すのは難しいかなというふうに思いますので，もし

何かお気付きの点があれば，また，事務局までお寄せいただければと思います

ので，よろしくお願いいたします。 

それでは，次回は，基本構想案，これをしっかりと作り込んだ中で提示をし

ていきたいというふうに思っておりますので，よろしくお願いいたします。 

それでは最後に，その他として事務局から何かありますでしょうか。 



【事務局】 

長時間に渡ってしまいましたが，本日はどうもありがとうございました。 

最後に，事務局から，次回，第５回検討委員会の開催につきましては，２月

１２日（水）に開催を予定しております。なお，開始時間につきましては，会

場の手配の都合で，大変恐縮ですが，夕方１８：３０からとなりますが，御理

解のほどよろしくお願いいたします。 

なお，委員の皆様には，改めて，開催通知の方を送付させて頂きます。 

 

【阿部委員長】 

ありがとうございます。次回が一応最終会ということになりますので，どう

か皆さんよろしくお願いいたします。 

今日もたくさん頂いた御意見を反映させたものを，次回の最終回でお示しさ

せていただきたいというふうに思っています。 

それでは長時間に渡りまして，本日はどうもありがとうございました。これ

を持ちまして第４回調布市立小学校施設整備検討委員会の方を終了させていた

だきます。お疲れ様でした。 


